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2日 (火 )

10 日 (ラК)

11日 (木 )

13日 (土 )

15日 (月 )

17日

22 日

水

月

月理学部会合日誌

総合計画委員会 (2:00～ 5:00)

教務委員会 (1:30～ 3:30),人事委員会

(2:00～ 3:30)

会計委員会 (3:00～ 5:00)

総合計画委員会 (2:00～ 5:00)

理学系研究科委員会 (10:00～ 12:30),

院生大会 (定例)(12:00～ 2:00),学部

長と理職の定例交渉 (12:30～ 2:00)

教授会 (2:00～ 6:00)

主任会議 (10:00～ 11:00),会計委員会

(10:00～ 1:00)

学部長 と理系自治会 の会見 (4:00～

6:00)

3.研究生入学および期間延長について
4.学内情勢について

5.国立 10大学理学部長会議について (別項参照)
6.総合計画委員会報告

昭和 48年度概算要求中,建物および重要事項に
ついて説明があった。

7.人事委員会報告
8.会計委員会報告
9.教務委員会報告

新 3年に関し,ス ト解除後の授業日程, 4学期期
末試験について説明があった。

10.幹事会報告

改革問題のうち,「教官白已規律」に関し報告と
議論が行なわれた。

11.その他   じ

6月 21日 (水)定例教授会

於理 4号館会議室
1.前回議事承認

2.人事異動等報告
3.研究生の入学について

4.転学科願出の件
5.寄付申込について

6.人事委員会報告
7.会計委員会報告
8.教務委員会報告
9.総合計画委員会報告

河田委員長から,現委員会は昨年 2月 以来約 1年
半経過しているので,こ の際改選して欲しい。また

今後の委員会の役割についても再検討の要があるこ

とを指摘された。委員の改選は,次回教授会でされ

26日 (金)

6月 理学部会合日誌

7日 (水)主 任会議 (3:00～ 5:00)
12日 (月 )理 学系研究科委員会 (2:00～ 5:00)
14日 (水)教 務委員会 (1:30～ 4:00),人事委員会

(3:00～ 6:00)

19日 (月 )学 部長と理職の定例 交 渉 (12:30～
1:30)

21日 (水)教 授会 (2:00～ 6100)

教 授 会 メ モ

月 17日 (水)定例教授会5

於理 4号館会議室

1.前回議事承認

2.人事異動等報告
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ることになった。

10.情報科学研究施設長内規 (案)について
11,単位互換制度実施に関する覚書 (案)について
12.幹事会報告

「教官自己規律」の問題,上記 11の件および「大
学院おょび学位制度に関する専門委員会の審議報告

書」について報告があった。 (後者については, 別

項参照)

13.ての他

国立 10大学理学部長会議について

理学系大学院博士課程をおく国立 10大学理学部長会

議は去る4月 27日広島大学において開催された。

その結果まとめられた要望書を去る 5月 31日 , 6月

1日 の両日広大,東大の理学部長が代表して関係方面に

持参し説明を行なった。

記

1・ 大学院の制度改革と拡充強化

一,大学院の制度改革
二,大学院の拡充強化

(1)研究・教育要員の充実
(2)設備の充実
(3)助手の待遇改善
(4)学生定員の調節
(5)学生経費の増額
(6)大学院学生の研究旅費の予算化
(7)大学院学生の保障
A 研究災害補償制度の確立
B 奨学生の待遇改善
C 大学院学生の研究補助制度
(8)奨励研究生制度の改善
2.付属研究施設の新設および拡充
(1)新たに生まれつつある境界領域に対して,特
色のある学部付属研究施設の新設

(2)附属植物園等の整備充実
(3)附属臨海・臨湖実験所の整備充実
3.特殊装置および特殊施設の定員増と維持管理費の増
額

4.国際学術交流費の増額
5。 学科の新設,拡充改組,と くに生物学,地学,天文
学および地球物理学科の拡充整備

6.講座および部門あたり基準面積の増加一一とくに基
準特例建物の取 り扱い

7. 野外実習費の新設,学生野外実習指導旅費の増額,

野外学術調査旅費および学生に対する一一野外実習旅

費の新設

(1)野外実習費
(2)学生野外実習指導旅費
(3)野外学術調査旅費

大学院および学位制度に関する専

門委員会の審議報告書について

理学部幹事会

標記の報告書は,表面は諸意見の併記の形式をとって
いるが,実質的には方向づけ,具体策に関し重要な主張・

提案をしている。問題の重要性と報告書の影響力とから

考え,理学部 。理学系としてもこれらの内容を検討し賛
否の表明をする必要があろう。以下報告書の主張・提案

などのうち主なものを記す。

1.(修土課程のあり方)修士課程では,
イ)専門性の高い職業ノ人ヽの養成を目的とし。
口)ス クーリングが主体で,修論は必修としないなど

比重を軽くする。

2.(博士課程のあり方)
イ)博士課程の目的は研究者養成であるが。
口)学位授与と課程修了とを相当に独立とし,単なる

修了者は研究士と称させる。

3.(両課程の関係)

従来の「つみあげ方式」とはかぎらず,む しろ「並

列方式」が適当。博士課程の入学資格は能力本位で学

歴を問わない。

4。 (学部との関係)

学部の講座に基礎をおく原則は変らないが,弾力性

を増し,

イ)大学院専任教員もおく。
口)学科等に対応しない専門課程等もおく。
ハ)大学院専有の施設,設備,事務組織もおく。

5。 (その他)

イ)附属研の “参加"の形式の多様化
口)学生の処遇 (奨学制度)等の改善
ハ)単位互換制,連合大学院などの構想
二)学位の種類の整理

教官人事異動 餘退・休職)

氏 名
増田 久弥

所属  異動内容
数 学 助教授に昇任

発令年月日

47. 5。  1
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氏 名  所属  異動内容     発今年月日
川島誠一郎 動 物 助教授に昇任    47.5.1
嶋田  拓 動 物 講師に昇任     47.5。 1

山田 尚勇 情報研 教授に採用     47.6.1
鈴木  功 化 学 教育用計算機センター

講師に配置換    47.6.1
山下 泰正 天 文 東京天文台助教授に配

置換        47.7.1
助手に採用     47.520
助手配置換     47.6.1
助手に採用     47.6.20
助手に採用     47.7.1

外 国 人 研 究 員

務時劣 1国籍 1氏 名 1現 職 1研究期間

学位規則

第 3条 2

項該当

Faraday Rotation for LinearlY
Polarized Radio Waves from
the Crad Nebula by the Solar
Corona (KW= " tV. !t"fi'tt
E=trffifitx€wo]z z =f 

_
tltqh)

学

質

理

文

化

地

物

天

雄

叡

明

和

峯
　
　
文

宏

舗

卿

知

部

植 物 学

1宋

 承達

|

地球物理
|ソ

連
:[1:。vi言

'ili勇

理学博士学位授与者
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氏    名
 |

Studies on the nitrogen and
dry matter economy  of  a
Lespedeza bicolor cominunity
(ヤ マハギ群落の生長過程にお
ける窒素経済)

インドール誘導体に関する研究

理系院生代表との協議

理系自治会の要望により,理系における教官代表と院

生代表との協議が5月 26日 午後 4時から約 2時間にわ

たり,理学部会議室で行なわれた。教官倶1の出席者は大

木 (評議員),田丸 (協議員),寺山 (協議員),宮沢 (学生

委員),藤田 (幹事)の各教授で;院生側の出席者は仲本

委員長ほか 4名であった。

院生側から提出された議題は,1)院生の研究旅費,
2)ォ ーバー・ ドクター問題,3)研究災害に対する予
防措置,および,4)そ の他 (コ ピー代,図書,建物等)
であった。 1)お よび 3)について当局側の現時点での

対策や努力内容が説明されたが,方角において院生側の

要望に合致する面が多かった。 2)については意見は平

行なままで終始し, 4)については,教官側により趣旨

の聴取と事情の説明がなされた。 (藤田宏記)

理学部職員組合との交渉

5月 15日 12時 30分 より 14時まで,理学部職員

組合の定期交渉が行なわれ,学部側は大木学部長代理,

吉野事務長,杉森,奈良両主任が出席した。理職側の出

席者は委員長,副委員長,書記長を含む約 15名であっ

た。組合側は5月 19日の統一行動にむけて要求書を提

出した。学部長代理は,賃上げ要求については,絶対額

は別として国家公務員給与には問題点もあること,定員

問題については,理学部としても大問題であり,大学院

関係その他緊急の方面に人員増の概算要求を提出してい

ることを述べ,総長を通じて関係方面にはたらきかける

こととした。その他, 2号館宿直室の改善, 1号館中庭

を整備して運動施設をつくることに対する補助の要求が

あり,これらについては検討することを約束した。

また,ス トライキを含む組合活動に対して処分を出さ

ないようとの要求もあったが,学部長代理は国家公務員

法ではストライキは禁止されていることを指摘し,意見

は平行線をたどった。

昭47.6,8～

日召47.7.8

題
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昭和 47年 6月 12日 lNl授与者
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学部長 (代理)と理職との交渉

月例の交渉が6月 19日 , 12時 30分から約時1間

に亘って,理学部会議会で行なわれた。学部側の出席者

は,大木 (学部長の代理)植村両評議員,吉野事務長の

ほか3名で,理職側の出席者は,村田,山岸の正副委員

長のほか約 10名であった。

冒頭,理職倶1か ら, “学部長の当交渉への出席"が強
く要望された。これにつき, 大木評議員が,「学部長の

欠席は健康上の事由などによるやむを得ない,かつ,特

例的なものであり,原則としては出席して戴くべきもの

と承知している。学部長の欠席が交渉の停滞や意志の疏

通の支障を来たさないように努めるつもりである」と述

べ諒解を求めた。

ほかに, 理職から提出された議題は, 1)宿日直の

件,2)定員外2種職員の件,3)そ の他,である。
1)の うち, 弁当代などの経済的な待遇に関する部分

は,従来の討議の線に沿ったものであったが,宿日直の

責任範囲等の規定に関する部分については, 2月 の交渉

の趣旨に沿って理職が原案をつくること,新規定が定ま

るまでの期間は,大綱については人事院規貝1に従って考

えてゆくことが確認された。

2)の 内容は,「 2種の臨時職員は週の出勤が5日 にお

よぶ場合でも,通勤費などで 1種にくらべ不遇である。

何とかならないか」と訴えたものである。

3)は各種の説明を学部側に求めたものであるが, そ

の中に 1号館中庭におけるバレーコートの件があり,大

木評議員から「会計委員会で検討中であるが,少 くとも

部分的な実現が期待される」と報告があった。

(藤田宏記)

教職員,学生懇親会について

恒例の教職員,学生の懇親会は,去る5月 22日 (月 )

午後3時から本学部附属植物園 (小石川)で開かれた。

本年は葉桜の下での懇親会であったが,約 3oO名 の教

職員,学生が参加して, ビールをのみながら歓談し, 5

時頃散会した。

五 月 祭 に つ い て

恒例の五月祭といいたい所だが,本年は異例にも, 6

月の 23日 (金)～ 25日 (日 )に催された。全学的に穏

かに行なわれた模様である。

編 集  塩 田 徹 治
理・ 1号館 315号室 電話内線 2866ま たは 3108




